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研究成果の概要（和文）：本研究では、小中学生にとって重要な対人葛藤場面であると考えられる「学級内のか
らかい場面」に焦点をあて、高学年児童を対象にからかい場面における第三者の行動（仲裁・観衆的・傍観的行
動）に影響を及ぼす要因について検討することを目的とした。その結果、児童が抱く場面に対する不快感情は、
仲裁行動を促進し観衆的行動や傍観的行動を抑制させることなどが明らかになった。また、児童のクラスメイト
の行動推測が児童の行動に及ぼす影響については、仲裁行動と観衆的行動で認められ、からかい場面における観
衆的行動を抑制し仲裁行動を促進するには、児童を取り巻く周囲の他者からの影響も考慮する必要があると考え
られた。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on classroom teasing, which is a common source of 
interpersonal conflict among elementary and junior high school students.  The aim was to examine 
factors influencing behaviors of third-parties (such as mediators, spectators, and indifferent 
bystanders) when higher-grade school children were teased in classrooms . The results revealed that 
the discomfort children felt when they observed teasing encouraged their behaviors as mediators and 
restrained behaviors that make them act as spectators and indifferent bystanders.  It was also 
observed that children’s prediction of how their classmates will behave affects whether they act as
 mediators or spectators. Therefore, it seems necessary to consider the influence of others around 
children to curb their behavior as a spectator and encourage their behavior as a mediator when 
teasing occurs.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 対人葛藤解決方略　友人関係における志向性　学級内のからかい場面

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
からかいは親密な関係において社会的絆を深める関係促進効果があるとされる一方で、他者に向けられた問題行
動、攻撃行動としても位置づけられている。本研究では、小中学生にとって重要な対人葛藤場面であると考えら
れる「学級内のからかい場面」に焦点をあて、高学年児童を対象に場面における第三者の行動に影響を及ぼす要
因について、場面に対する不快感情、からかいに対する肯定的態度、被信頼・受容感、他者の行動推測との関連
から検討した。その結果、場面に対する不快感情、および他者の行動推測が特に重要であることが明らかにな
り、今後の小中学生の対人葛藤解決力発達支援おいて有効な知見を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 学校生活では、深刻な問題に至らないまでも、些細な欲求の衝突や意見の相違などの対人葛藤
は日常的に生じ、その場における児童生徒の対処は多様である。一方、このような場面における
対処、すなわち、対人葛藤解決方略の個人差と仲間からの評価や社会的適応には関連があること
が指摘されてきた。特に、他者を準拠点として自分の行動を決めることが多い日本の子どもには、
仲間との間に生じた葛藤にどう対処するかが、児童生徒の心の健康や学校適応に影響を及ぼす
ことが考えられる。学校生活や友人関係を巡る悩みを抱えやすいと考えられるわが国の子ども
の対人葛藤解決力発達支援を考えるにあたっては、友人関係を中核に据えた検討が望まれる。従
来、対人葛藤解決方略と友人関係における志向性との関連については、主として大学生を対象に
した研究がみられる一方で、小中学生を対象とした検討は十分ではない。研究開始当初、研究代
表者は、子どもの学校生活における対人葛藤解決方略と心の健康に関する一連の研究を継続中
であった。本研究はそれらを発展・深化させること、すなわち、小中学生の対人葛藤解決力につ
いて、以下の複数のアプローチにより現状解明を行い、発達支援のためのモデル開発を行うこと
を目的に開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、小中学生の対人葛藤解決力について、学級内のからかい場面おける第三者の
行動に影響を及ぼす要因を明らかにすること、教育支援センター通級児童生徒の他者の意図が
曖昧な場面における意図解釈・内言・反応行動の特徴を検討すること、日本における外国人児童
の対人葛藤解決方略の特徴を検討することを通して、発達支援のためのモデルを開発すること
である。 
 
３．研究の方法 
（１）学級内のからかい場面における第三者の行動に関する研究 
2 校の公立小学校に在籍する 4～6 年生計 324 名に協力を得て、学級単位で質問紙調査を行っ

た。先行研究（石田・吉田，2016；吉田・石田，2016）において作成された学級内の授業中のか
らかい場面を提示し、場面を見ている第三者の立場から、場面に対する不快感情、場面における
行動（仲裁行動、観衆的行動、傍観的行動）、からかいに対する肯定的態度、学級における被信
頼・受容感、他者の行動推測を尋ねた。 
 
（２）教育支援センター通級児童生徒の他者の意図が曖昧な場面における意図解釈・内言・反応  

行動に関する研究 
 公立小中学校各 1校、4つの教育支援センターの小学 5年生～中学 3年生計 201 名の協力を得
て、質問紙調査を行った。小中学校では学級単位で、教育支援センターでは通級単位で集団実施
した。支援群の一部は指導者の判断にもとづき個人実施した。他者の意図が曖昧な場面について
は、戸田・渡辺（2012）を参考に作成した「挨拶に返事がない場面」を提示し、相手の意図の解
釈、内言、その場の反応行動およびその後の反応行動を尋ね、生活の場の適応感、自尊感情との
関連を検討した。 
 
（３）日本における外国人児童の対人葛藤解決方略に関する研究 
 研究開始当初進行中であった日本における外国人児童のウェルビーイングに関する国内共同研
究（JSPS16K04352，研究協力者）において、外国人児童の対人葛藤解決方略の特徴を日本語能力
との関連から検討した。5 校の公立小学校に在籍する 4～6 年生計 1,096 名（日本人 809 名，外
国人 287 名）の協力を得て、質問紙調査を行った。対人交渉方略モデル（Interpersonal 
negotiation strategies：INS）（Yeates & Selman,1989）および山岸（1998）を参考に作成した
対人葛藤場面における葛藤解決方略に関する質問票を用いた。 
 
４．研究成果 
（１）学級内のからかい場面における第三者の行動に関する研究 
 小中学生にとって重要な対人葛藤場面であると考えられる「学級内のからかい場面」に焦点を
あて、高学年児童を対象に場面における第三者の行動（仲裁・観衆的・傍観的行動）に影響を及
ぼす要因について検討した。主な結果として、①児童が場面を不快に捉えることは、からかいの
抑止につながること、②からかいの否定的側面に目を向けることで仲裁行動の促進、観衆的行動
の抑制につながること、③他者の行動推測が児童の行動に及ぼす影響については、仲裁行動と観
衆的行動で認められ、観衆的行動を抑制し仲裁行動を促進するには、児童を取り巻く周囲の他者
にも目を向ける必要があることが明らかになった。 
 
（２）教育支援センター通級児童生徒の他者の意図が曖昧な場面における意図解釈・内言・反応  

行動に関する研究 
 対人関係に対する過敏さが増す思春期前後は、曖昧な攻撃に対する解釈と対処行動が、児童生



徒の学校適応や心の健康に影響を及ぼす可能性が高まる時期である（戸田・渡辺，2012 他）。本
研究では、登校している児童生徒（登校群）との比較を通して、教育支援センター通級児童生徒
（支援群）の他者の意図が曖昧な場面における意図解釈、内言、反応行動の特徴を検討した。そ
の結果、登校群、支援群ともに、場面における敵意的解釈が生活の場の適応感と負の相関関係に
あることが示された。また支援群では、こうした意図解釈のあり様が場の適応感のみならず自尊
感情の側面にも関連していることがうかがえた。支援群の自尊感情は登校群より低く、先行研究
を支持する結果となった。一方、場の充実感は支援群が登校群より高い傾向にあり、彼らの「心
の居場所」として、教育支援センターの役割の重要性が改めて確認された。本結果から，支援群
の適応感や自尊感情に働きかける上で、他者の意図が曖昧な場面における意図解釈への着目が、
有効な手立ての一つになり得ると考えられた。さらに、意図解釈パターンに着目した検討を行っ
たところ、登校群、支援群ともに、意図解釈の特徴によって、生活の場の適応感や自尊感情に違
いが示された。 
 
（３）日本における外国人児童の対人葛藤解決方略に関する研究 
 これまで日本における外国人児童の対人葛藤解決方略についての報告は皆無であった。今回
は日本語能力水準との関連から検討した。主な結果として、外国人児童は日本語能力水準の程度
にかかわらず、総じて日本人児童よりも多様な方略を使用しやすいことが明らかになり、彼らが
葛藤場面での安定した対処方略の獲得に関する課題を抱え、特に葛藤相手を「説得」することの
難しさを感じていることが示唆された。  
また、児童らの在籍校の特性（学校特性）も踏まえた検討を行ったところ、総じて、男子では、

複数の方略使用において学校特性と日本語能力の影響が認められ、特に外国人児童が全児童の
過半数を占める小学校の日本語能力水準が高い外国人児童にはあらゆる方略を使用した葛藤解
決重視の傾向が示された。女子では、複数の方略使用において学校特性の影響が顕著であった。
しかしながら、日本語能力水準が低い外国人児童には、学校特性にかかわらず児童間の葛藤解決
に教師を頼りにしている様子がうかがえた。 
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